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３ 騒音・振動 

    (1) 騒音・振動の概要 
 （ア） 騒音問題 「騒音」とは望ましくない音、不快な音とされ、人間の主観で判断されます。音楽も時間帯と音量等によっては、聞かされる方にとって「騒音」となることがあります。一般的には、生理的影響（聴力障害、睡眠妨害等）、心理的影響（うるささ、会話障害、作業能率の低下等）、社会的影響（地価の低下、家畜への影響等）を与える音とされています。 騒音問題は概して局所的であり、一つの音源から影響を受ける人の数が必ずしも多くないことや、生命への影響など直接病気に結びつきにくいことから、大気汚染や水質汚濁の問題ほど切実さがないように考えられがちです。しかしながら発生源は多種多様で、工場や事業所の操業に伴う騒音、建築や土木工事に伴う建設作業騒音、自動車や鉄道等による交通騒音、飛行機等による航空機騒音のほか、空調機・音響機器・楽器・カラオケ・ペットの鳴き声その他のいわゆる近隣生活騒音等、時と場所を選ばず多発的なものといえます。また、心理的な評価を含んだ言葉で表現されること、騒音に対する慣れや、各個人の好悪に差異がある等、音を聞く側の置かれた状況によって左右されるところに騒音問題の難しさがあります。 
 （イ） 振動問題   公害とされる「振動」は、工場等の操業、建設・解体作業、自動車・鉄道の運行等で発生する、人為的な地盤振動に由来します。建物を振動させて物理的被害を与えるなど、私たちの日常生活に影響を及ぼすことが問題となります。心理的・感覚的な要素が強く、「不快に感じる」、「気分がイライラする」、｢寝付きにくい｣等、生活妨害に関するものが中心です。 
 （ウ） 環境基準 騒音は、日常生活と関係の深い問題であり、発生源も多種多様です。本市では、指定地域内で環境騒音の実態と、環境基準の適否を把握するため、環境騒音調査を行っています。騒音に係る環境上の条件については、生活環境を保全し、人の健康の保護に資する上で維持されることが望ましい基準として、騒音に係る環境基準が定められています。 

 【表1】騒音に係る環境基準（道路に面する地域以外の地域） 
 地域の類型 基   準   値 昼   間 夜   間 ＡＡ 50デシベル以下 40デシベル以下 Ａ及びＢ 55デシベル以下 45デシベル以下 Ｃ 60デシベル以下 50デシベル以下 

    （注）１ 昼間は午前6時から午後10時、夜間は午後10時から翌日の午前6時       ２ AAを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等が集中して設置される地域など 特に静穏を要する地域       ３ Aを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域       ４ Bを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域 
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      ５ Cを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域 
 (2) 交通公害の概要 （ア） 交通公害 自動車、鉄道、航空機等による交通が、私たちの生活に不可欠なことは言うまでもありません。これら交通の発達は、人口の都市集中と物流の飛躍的増大など多くの社会的効用を生み出した反面、大気汚染や騒音・振動などの交通公害を引き起こし、大きな社会問題となりました。 
 本市では、幹線道路の中国自動車道や国道176号が東西に走り、一部の地域で問題を生じています。 また鉄道についても、運行本数の増加や高速化により、騒音・振動の苦情が発生しています。 
 （イ） 環境基準 人の健康を保護する上で維持することが望ましい大気の質、生活環境を保全し、人の健康の保護に資する上で維持されることが望ましい基準として、環境基準が定められています。 
 【表2】騒音に係る環境基準（道路に面する地域） 

 地域の区分 基  準  値 昼  間 夜  間 Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 60デシベル以下 55デシベル以下 Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域及びＣ地域のうち車線を有する道路に面する地域 65デシベル以下 60デシベル以下 
 （注）１ 昼間は午前6時から午後10時、夜間は午後10時から翌日の午前6時 ２ Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域 ３ Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域 ４ Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域 ５ 車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を 有する帯状の車道部分をいう。 
 

             【表3】幹線道路に近接する空間については、次表に掲げるとおり  基  準  値 昼  間 夜  間 
70デシベル以下 65デシベル以下 備 考  個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると認められるときは、屋内へ透過する騒音に係る基準（昼間にあっては45デシベル以下、夜間にあっては40デシベル以下）によることができる。 
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振動については、環境基準は設定されていませんが、自動車騒音、道路交通振動については、要請限度（「自動車騒音の限度を定める省令」及び「道路交通振動の限度を定める省令」）が定められています。  （ウ） 要請限度 自動車騒音や道路交通振動が総理府令等の限度を超え、道路周辺の生活環境が著しく損なわれると認められるときは、県公安委員会に対し道路交通法の規定による措置を執るべきことを要請するものとされています。また、必要があると認められるときは、道路管理者又は関係行政機関の長に意見を述べることができるものとされています。 
 【表4】自動車騒音の限度 区域の区分 時間の区分 昼 間 夜 間 ａ区域及びｂ区域のうち一車線を有する道路に面する区域 65デシベル 55デシベル ａ区域のうち二車線以上の車線を有する道路に面する区域 70デシベル 65デシベル ｂ区域のうち二車線以上の車線を有する道路に面する区域及びｃ区域のうち車線を有する道路に面する区域  75デシベル 70デシベル 
 備考）  ａ区域   専ら住居の用に供される区域 ｂ区域   主として住居の用に供される区域 ｃ区域   相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される区域 幹線交通を担う道路に近接する空間に係る限度は、昼間75デシベル、夜間70デシベル 
 

 

             【表5】道路交通振動の限度 区域の区分 時間の区分 昼 間 夜 間 第一種区域 65デシベル 60デシベル 第二種区域 70デシベル 65デシベル 
 備考） 第一種区域   良好な住居の環境を保全するため、特に静穏の保持を必要とする区域及び住居の用に供 されているため、静穏の保持を必要とする区域 第二種区域   住居の用に併せて商業、工業等の用に供されている区域であって、その区域内の住民の 生活環境を保全するため、振動の発生を防止する必要がある区域及び主として工業等の   用に供されている区域であって、その区域内の住民の生活環境を悪化させないため、著 しい振動の発生を防止する必要がある区域     
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(3) 交通公害の現況 
 （ア） 自動車騒音・道路交通振動 市では、東西交通の大動脈である中国自動車道や幹線道路の国道176号などで、自動車騒音と 道路交通振動の調査を実施しています。 平成25年度は市内６地点の道路端で測定を実施し、騒音については３地点で環境基準未達成 でした。道路交通振動については全ての地点で要請限度を満たしています。 
 
 【表6】自動車騒音・道路交通振動調査結果            （単位：ｄＢ） 対象道路対象道路対象道路対象道路    調査地点調査地点調査地点調査地点        類型類型類型類型    －－－－    車線数車線数車線数車線数    用途区域区分用途区域区分用途区域区分用途区域区分    時間区分時間区分時間区分時間区分    騒音騒音騒音騒音    振動振動振動振動    国道176号 旭町３丁目     Ｃ － ４    近隣商業地域    昼間 73 48 夜間 69 43 国道176号 安倉北２丁目 Ｂ － ４ 準住居地域 昼間 70 37 夜間 68 35 県道尼崎宝塚線 金井町 Ｃ － ４ 準工業地域 昼間 72 39 夜間 69 37 県道生瀬門戸荘線 高司１丁目 Ｂ － ２ 第１種住居地域 昼間 68 38 夜間 63 31 県道米谷昆陽尼崎線 安倉南４丁目 Ｂ － ２ 第１種住居地域 昼間 66 29 夜間 60 22 市道宝塚池田線 高司４丁目 Ｃ － ４ 工業地域 昼間 65 39 夜間 59 35 
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（イ）面的評価 面的評価は、道路を一定区間ごとに区切って評価区間を設定し、評価区間内の代表する１地点で等価騒音レベル（LAeq）の測定を行い、その結果を用いて評価区間内の道路端から50ｍの範囲内にあるすべての住居等について等価騒音レベルの推計を行うことにより環境基準を達成する戸数及びその割合を把握するものです。 等価騒音レベル（LAeq）とは、変動する騒音レベルをエネルギー的な平均値として示したもので、人の感じる感覚的なうるささとの対応が良く、国際的にも広く採用されています。 平成25年度は、国道176号他４路線で６地点の実測値をもとに面的評価を実施しました。その結果を次表に示します。 
 

 【表7】面的評価結果 
 評 価 区 間 車線数 環境基準達成率％ 始  点 終  点 延長km 昼間 夜間 国道176号 宮の町 安倉西１丁目 1.9 4 54.7 54.7 

 安倉西１丁目 安倉北２丁目 1.1 4 92.9 73.8 県道尼崎宝塚線 安倉西４丁目 安倉西２丁目 1.0 4 66.7 63.8 県道生瀬門戸荘線 小林４丁目 仁川北２丁目 2.2 2 100.0 100.0 県道米谷昆陽尼崎線 安倉中５丁目 安倉南４丁目 1.4 2 100.0 100.0 市道宝塚池田線 高司１丁目 美幸町 1.2 4 100.0 100.0 
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(4) 交通公害防止対策  （ア） ノーマイカーデー 
1) 実施の経緯  阪神地域では、平成3年度に神戸市、尼崎市、西宮市、芦屋市、伊丹市及び本市の6市による「阪神地域ノーマイカーデー推進連絡会」を設立し、11月20日を「阪神地域ノーマイカーデー」として6市の協力による運動を開始しました。平成４年度からは川西市も加わり、７市の協力による運動を展開しています。さらに、平成5年度からはノーマイカーデーを毎月20日とし取組を拡張しました。 

   2) 目的  近年、低公害車の普及促進や自動車NOx・PM法による排ガス規制等により大気質の改善は進んでいる。自動車起因の地球温暖化物質の排出を抑制し、さらなる自動車環境の改善には、自動車を使用する人による取組が不可欠である。このため、自動車を使用・利用する一人ひとりの、自動車環境に対する意識の高揚を図りマイカー通勤の自粛や自動車使用の合理化、アイドリングストップをはじめとするエコドライブ等、具体的な行動を喚起するため、ノーマイカー運動を実施します。 
   3) 取組方針  阪神地域ノーマイカーデー推進連絡会では、交通量調査を実施する他、各市の実情に応じた取組を行うこととしています。 
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  4) 本市での取組（平成25年度） 
   【表8】ノーマイカーデーの取組み 

 

 

 

5) 交通量調査結果   12月について、13日（1週間前）と20日に交通量調査を行いました。 調査結果は、2地点合計で1.1％（29台）減少しました。 ① 平成25年12月13日（晴）・同12月20日（晴）午前7：00から午前9：00 交通量調査地点  ア 県道明石神戸宝塚線（野上2丁目交差点西側） イ 市道1047号線（中筋山手4丁目バス停） 
   【表9】交通量調査結果 位置 12月13日 12月20日 増減 上り 下り 合計 上り 下り 合計 台数 率 ア 464 656 1,120 445 655 1,100 -20  -1.8% イ 896 695 1,591 675 907 1,582 -9 -0.6% 

 

 

 

実施時期 実施場所 備考４月 末広中央公園 花と緑のフェスティバル8月 末広中央公園 宝塚サマーフェスタ12月 東公民館 市民環境フォーラム7月8月常時 環境政策課窓口
調査

ティッシュ・花の種の配布 6月 宝塚市役所
12月13、20日交通量調査

公共施設への啓発 明石神戸宝塚16号線（野上２丁目）市道1047号線（中筋山手４丁目）

内容取組の名称区分
広報・

街頭キャンペーン等
啓発用ティッシュペーパー・花の種等の配布 節電映画会会場 節電キャンペーン


